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２．対象・目的・内容
小学校６年生までの児童を利用者宅や公的施設等で一時的に世話をするなどの子育て支援サービスを実施する。

事 業 概 要

市内在住の１歳頃から

年

小学校６年生までの子どもを持つ、一時的に育児支援を受けたい保護者
事業の対象

（誰・何を）

病気や出産等家庭の事情により、一時的に育児ができない保護者に代わり子どもの世話をする。
事業の目的

（どういう状態

にす

度

るために)

公益社団法人　西脇・多可シルバー人材センターへ時間単位で委託している。保護者の病気や出産、また、学校の
事業の内容 行事等で一時的に育児支援を受けたい保護者がシルバー人材センターへ申込みをする。

　

利用料は、平日：１時間40
（どういう内容 0円、土日祝日：１時間500円
を行うのか)

平成３０年度　当初予算事業の概要説明書
（兼評価説明書） 1 頁
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は、子育て家庭の負担感を和らげ、虐待予防、少子化対策に繋がる重要な事業である。
・委託先（シルバー人材センター）の人員が少ないことが課題である。

評 価 事業の優先度(緊急性) 3 事業の必要性 1 実施主体の妥当性

事

4

２ ポイント 直接のサービスの相手方 1 受益者負担の適切さ 3 市民ニーズの把握 3
事 業 の 改善・見直し

次 総合評価
　国のファミリーサポートセンター事業やこども園が実施している一時預かり事業では、保護者宅で子どもの

業

世話

評 をすることが難しいが、本市では、自宅で産後の乳幼児の世話をして欲しいという最も多いニーズに対応するため

説 明 、市独自事業として行っていることが評価点である。しかしながら、事業が開始された平成22年

の

度から内容の見直

価 し等が行われておらず、利用料金について適切かどうかの検証が必要である。委託先においても、本事業に対応で
きる人員が限られており高齢化という問題もあるため、実施方法や継続性についても検討

概

していく必要がある。

要説明

５．事業の実績・目

書

標
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指 標 名 単　位
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年 度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度
指 標 目 標 値

実 績 値
② 経 費 （ 千 円 ）

単位当たりのコスト

指 標 名 利用件数 単　位 件

説 明 や 数 式 事業利用件数
成 果

年 度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31

年

年度
指 標 目 標 値 150 250 250

実 績 値 130 193
① 経 費 （ 千 円 ） 608 703

単位当たりのコスト 4.68 3.64

指 標 名 利用時間 単　位 時間

説 明 や 数 式 延べ利用時間
成 果

年 度 平成28年度 平成29年度 平成30

度

年度 平成31年度
指 標 目 標 値 500 500 500

実 績 値 452 458
② 経 費 （ 千 円 ） 608 703

単位当たりのコスト 1.35 1.53
・登録人数は、毎年徐々に増加しているが、年間の利用実人数は10人程度である。

　

実績・成果 ・利用時間は年度によってばらつきがあるが、28、29年度は長期に渡り継続的に利用された方が２名あり、全体の
時間数が増え、委託料の増加につながった。

等 の 説 明 ・子育て応援ライフプラン事業における

当

面談時や子育てガイドブック、また毎年６月に実施している児童手当の現
況届にチラシを同封し周知している。関係課とも連携し茜が丘複合施設Miraieや乳幼児健診時にも配布している。

６．評価
評 価 事業の優先度(

初

緊急性) 4 事業の必要性 1 実施主体の妥当性 4

１ ポイント 直接のサービスの相手方 1 受益者負担の適切さ 4 市民ニーズの把握 3
事 業 の 継続実施

次 総合評価
・昨今の家族形態の多様化（核家族化、ひとり親等）により、本市に

予

おいても、一時的に子どもの世話ができない

評 など、子育てに不安を感じる家庭が見受けられる。

説 明 ・このような支援が必要な家庭に対して、本事業を紹介することで、子育てしやすい環境作りを行っている。

価 ・本事業


